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今月の表紙

世界一登り窯
　　『飛龍窯』火入れ式

今月の表紙

世界一登り窯
　　『飛龍窯』火入れ式

　２月９日（土）武内町キルンの森公
園にある飛龍窯に２年ぶりに火が入れ
られました。
　去年は、老朽化や地震などで損傷が
激しかったため中止し、復旧工事を行
いました。
　窯の中には全国から申込があった約
5000展の作品が入れられ、４日間通
して窯の中に薪などを投入し、最高
1300度まで窯の温度を上げました。
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平成20年５月分（４月利用分）から水道料金が変わります。平成20年５月分（４月利用分）から水道料金が変わります。
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平成20年５月分（４月利用分）から水道料金が変わります。
平成18年３月１日合併以降、旧市

町の料金でお願いしていた水道料

金が統一料金となります。新料金は

次のとおりです。

料金＝（使用水量－10ｍ）×超過料金　290円＋基本料金　1,700円（税抜き）料金＝（使用水量－10ｍ）×超過料金　290円＋基本料金　1,700円（税抜き）

旧武雄市
旧山内町
旧北方町

1,950円 310円
248円
340円

290円1,876円
1,700円

1,700円

基本料金 超過料金
旧 新 旧 新

※使用料が５ｍまで840円、６ｍ～10ｍは1,785円（税込み）になります。

新料金との比較 （単位：税込み・円）
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引越しされる方へお願い！
○転居されるとき
・引越しの日が決まりましたら次のことをお知らせください。　
（届出書も別途提出ください。）
・お客様番号（領収書、使用料のお知らせをお持ちでしたらご
用意ください）

・住所、氏名、引越し日時、引越し先の住所、電話番号
○転入されるとき
　新しく入居されて水道を使用されるときは、次のことをお知らせ
ください。（届出書も別途提出ください。）

・住所、氏名、電話番号、アパートの場合は、「アパート名」、「部
屋番号」、引越し日時
※なお、開栓時は、お客様の立会いが必要です。
※なお、入居される方には開栓の際に「給水届出書」、料金表を
郵便受けや玄関先においていますので確認してください。

ご注意ください！　
水道使用中止届を出さないと基本料金がかかります。
　水道の使用をやめて解約手続きがお済みでない場合は、使用
しなくても基本料金はそのままかかりますので、至急、届け出てく
ださい。

水道検針にご協力ください。
　毎月１～５日は水道メーターの検針を行っています。正しく検
針ができるようにメーターボックス付近への車の駐車、物の積
載、犬の放し飼いなどはしないようにご協力をお願いします。ま
た、メーターボックス周辺の植栽はご遠慮ください。

お知らせ
○水道メーターについては、計量法により８年毎に交換していま
す。市内において計画的に行っていますが、不具合のあるメー
ターについては、随時交換しますのでご連絡ください。現状を
確認の上、必要があれば交換します。
○最近、水道課職員を装ったり、水道課からの依頼を受けたよう
に思わせて、次のような売込みをする業者が出没しています。

・水道管内の洗浄を勧める
・浄水器などの器具の販売
・お客様からの依頼のない点検
・その他、電話などでの調査のあっせん
　水道課職員や市内の水道指定業者が、このような営業行為を
することはありません。少しでも不審に思われたときは水道課
までお問い合わせください。

水道料金はコンビニでも
お支払いいただけます！

○水道課からお送りする納入通知書に料金を添
えて、お近くの取扱金融機関、水道部庁舎、市役
所税務課、各支所総務課税務係へ期日までに
お支払いください。

○また、バーコードの記載のある納入通知書は、
下記のコンビニエンスストアでも納付できます。
　エーエム・ピーエム、サークルK、セブン・イレブ
ン、デイリーヤマザキ、ファミリーマート、ポプラ
グループ、ミニストップ、ローソン

水道料金のお支払いは便利な
口座振替をご利用ください。

○取扱金融機関で、預貯金通帳、お届け印、水道使
用量のお知らせや水道料金領収証等をご持参
のうえお申し込みください。
○口座振替日は、毎月月末（金融機関の最終営業
日）です。振替指定日に振替ができなかった場合
は、翌月の月末（金融機関の最終営業日）が再振
替日となります。

○再振替日以後に預貯金口座へ入金されても振替
をすることができませんので、その場合は水道課
にご連絡ください。

水道の閉開栓、漏水事故等のお問い合わせは
武雄市管工事協同組合へ！

○武雄市では平成19年４月から、水道の閉開栓、漏水事故、メー
ター検針の業務を武雄市管工事協同組合に委託しています。

　武雄市管工事協同組合（武雄町大字武雄２００５-６）
　電話（23）２２５０
　土、日、祝祭日も受け付けています 水道料金に関するお問い合わせは　　水道部水道課　　電話（22）２８７４
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特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

名　称

実施主体

対象者

これまでの住民健診(基本健診）と２０年度からの特定健診の変更点（表①）

武雄市

これまでの住民健診
基本健診

20年度からの
特定健診

各医療保険者
国民健康保険の方→武雄市国民健康保険
社会保険の方→健康保険組合や政府管掌健康保険

40歳以上の住民
（武雄市で実施する健診の場合）
・国保に加入する40～74歳の方
※75歳以上については後期高齢者広域連合が実施

※３０歳代の健診　医療保険に関係なく、市が実施する健診の中で、受けることができます。
※各種がん検診　　特定健診と同時実施で、医療保険者に関係なく受けることができます。

年齢

医療保険

３０～３９歳 ４０～７４歳 ７５歳以上

関係なし 国民健康保険 関係なし社会保険

特定健診
（これまでの基本健診）

 ○
これまでの基本健
診の健診項目に血
糖・尿酸・HｂA
１ｃ・血清クレア
チニンを追加）

※各社会保
険の保険者
が実施(各
保険者にお
問い合わせ
下さい）

特定健診の対象ではあ
りませんが協力医療機
関で健診を受けること
になります。
ただし、生活習慣病で定期に通院

している方は受診できません。

健康づくり健診
（３０歳代の基本健診）

○
（健診内容は特
定健診と同じ）  

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○
各
種
が
ん
検
診

（
医
療
保
険
に
関
係
な
く
受
診
可
）

肺がん検診
（40歳以上の男女）

胃がん検診
（40歳以上の男女）

大腸がん検診
（40歳以上の男女） 

子宮がん検診
（20歳以上の女性）

※隔年検診

乳がん検診
（40歳以上の女性）

※隔年検診

　
こ
れ
ま
で
年
に
１
回
実
施
し

て
い
た
総
合
健
診
の
中
の
基
本

健
診
（
計
測
・
採
血
・
検
尿
・

診
察
な
ど
の
健
診
）
が
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
特
定
健
診
と
い

う
名
称
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
徹
底

の
為
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

に
着
目
し
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
ま
で
と
比
べ
る
と
、
単

に
名
称
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、

対
象
や
健
診
内
容
も
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
健
診
結
果
に
よ
る

保
健
指
導
も
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
基
本
健
診
と
特

定
健
診
の
違
い
を
①
の
表
に
示

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
30
歳
代
の
健
診
に
つ

い
て
は
、
医
療
保
険
に
関
係
な

く
、
市
が
実
施
す
る
健
診
の
中

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
総
各
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
医
療
保
険
に
関
係
な
く

市
民
の
方
で
あ
れ
ば
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
、
20
年
度
以
降
も

こ
れ
ま
で
同
様
、
特
定
健
診
と

同
時
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
た

だ
し
、
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
２
年
に

１
回
の
隔
年
検
診
に
な
り
ま
す

の
で
昨
年
受
け
た
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
下
さ
い
。

　
　

　
で
は
、
武
雄
市
の
場
合
、
年

齢
や
医
療
保
険
の
違
い
で
健
診

内
容
が
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
？
（
表
②
）

　
年
齢
・
医
療
保
険
に
よ
り
、

受
診
で
き
る
も
の
に
は
○
が
つ

い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
武
雄

市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
に
つ

い
て
は
、
40
〜
74
歳
ま
で
の
国

保
加
入
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
自
分
が
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
る
健
診
を
ご
確

認
下
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
市

民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
診

で
き
て
い
た
基
本
健
診
が
「
特

定
健
診
」
と
な
り
、
対
象
者
が

限
ら
れ
ま
す
が
、
全
国
的
な
こ

と
で
、
武
雄
市
の
み
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
20
年
度
の
健
診
日
程
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
５
月
21
日（
水
）

〜
６
月
30
日
（
月
）
に
実
施
予

定
で
す
。
詳
し
い
行
政
区
別
の

日
程
・
受
付
時
間
・
健
診
料
金
・

協
力
医
療
機
関
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
月
号
の
広
報
武
雄
・

市
役
所
だ
よ
り
（
C
A
T
V
）
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
対
象
者
（
国

保
加
入
者
の
方
）
に
は
個
人
通

知
も
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
　

　
く
ら
し
部
　
健
康
課
　

　
電
話
（
23
）
９
１
３
５

年齢や医療保険による受けることが出来る健診の種類（表②）

武
雄
市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

武
雄
市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
４
月
か
ら
の
整
形
外
科
の
診
療
を
縮
小
し
ま
す
。

　
退
院
日
が
３
月
下
旬
以
降
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
患
者
様
は
、

他
の
病
院
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
大
変
不
便
を
か
け
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら

　
整
形
外
科
の
常
勤
医
が
不
在
と
な
り
ま
す
。

愛
の
献
血
に
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時
　
３
月
26
日
（
水
）

　
10
時
〜
11
時
30
分

　
12
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所
　
武
雄
市
役
所

◆
主
催
　
武
雄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
　
武
雄
市

※
献
血
の
際
、
ご
自
身
を
証
明

で
き
る
も
の
の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
運
転
免

許
証
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
ご

持
参
下
さ
い
。

※
献
血
手
帳
や
献
血
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
下
さ

い
。

３
月
の
移
動
献
血
バ
ス

　
　
　
　
を
運
行
し
ま
す

（その１）

　
出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ゲ
ン
製
剤
や
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
を
救
済
す
る
た
め

に
、「
薬
害
肝
炎
被
害
者
救
済
特
別
措
置
法
」
が
平
成
20
年
１
月

16
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
に
関
す
る
説
明
会
を
、
薬
害
肝
炎
訴
訟
九
州
弁
護
団

の
弁
護
士
さ
ん
を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
個
別
相
談
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
の
で
３
月
10
日
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
日
時
　
　
　
３
月
16
日
（
日
）

◆
場
所
　

　
武
雄
会
場
　
武
雄
市
北
方
公
民
館
　

　
佐
賀
会
場
　
佐
賀
市
東
与
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
『
ふ
れ
あ
い
館
』

◆
入
場
　
　
　
無
料

◆
問
合
先
　
　
佐
賀
県
薬
務
課
薬
事
・
血
液
担
当
　

　
　
　
　
　
　
電
話
　
０
９
５
２（
25
）７
０
８
２

薬
害
肝
炎
被
害
者

　
　
　
　
　
救
済
特
別
措
置
法
説
明
会
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武
雄
市
消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

　
武
雄
市
で
は
１
４
７
０
名
の

消
防
団
員
が
、
火
災
や
風
水
害

等
の
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
団
本
部
、
分
団
（
各

町
に
設
置
）
、
女
性
部
、
ラ
ッ

パ
隊
、
支
援
部
（
特
定
の
災
害

活
動
等
に
出
動
す
る
O
B
消
防

団
員
）
を
組
織
し
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
地

域
で
種
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
武
雄
市
消
防
団
で
は
、
新
入

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応

募
資
格
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
災
害
等
か
ら
地
域
の
安
全
安

心
を
守
る
た
め
に
、
あ
な
た
の

力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
し
、

又
は
勤
務
す
る
年
齢
18
歳
以

上
の
健
康
な
者

◆
募
集
内
容
　
基
本
（
一
般
）

団
員
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
主
な
業
務
　
災
害
防
御
活
動

（
消
火
活
動
、
救
助
活
動
、

水
防
活
動
）
、
大
規
模
災
害

活
動
（
水
害
対
応
、
震
災
対

応
、
山
火
事
等
対
応
）
、
火

災
予
防
の
広
報
・
啓
発
活
動
、

防
火
安
全
知
識
・
技
能
の
普

及
、
消
防
訓
練
等

◆
待
遇
　
報
酬
・
費
用
弁
償
支

給
あ
り
。
公
務
災
害
補
償
、

退
職
報
償
金
（
５
年
以
上
勤

続
）
・
表
彰
・
福
祉
共
済
制

度
あ
り

◆
採
用
　
平
成
20
年
４
月
２
日

※
消
防
団
に
関
す
る
問
合
先

　
総
務
部
　
総
務
課
　
安
全
安

心
係

　
電
話
（
23
）
９
３
１
５

　
山
内
支
所
　
総
務
課

　
電
話
（
45
）
２
５
１
１

　
北
方
支
所
　
総
務
課

　
電
話
（
36
）
２
５
１
１

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
と
火
災
の
発

生
防
止
、
死
傷
事
故
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
『
春

季
全
国
火
災
予
防
運
動
』
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
武
雄
市
と
消
防
団
は
、
期
間

中
に
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

①
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
や
火
の

用
心
チ
ラ
シ
、
広
報
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
、
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
火
災
予
防
運
動
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

②
21
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

各
家
庭
や
事
業
所
で
の
火
の

元
の
点
検
を
促
し
ま
す
。

③
消
防
団
は
各
分
団
、
広
報
活

動
や
消
防
水
利
の
点
検
な
ど

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動

を
行
い
ま
す
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動



　
「
食
事
マ
ナ
ー
」
と
い
う
と
、
「
堅
苦
し
い
も
の
」
や
「
決
め
ご
と
が
多
い
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
本
来
、
食
事
マ
ナ
ー
と
は
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
み
ん
な
が
「
楽
し
く
」
食
事
を
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
堅
苦
し
く
考
え
る
の
で
は
な
く
、
「
食
事
を
よ
り
楽
し
む
た
め
の
近
道
」
と
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
杵
島･

武
雄
地
区
学
校
栄
養

士
会
で
は
、
平
成
18
年
度
に
保

護
者
を
対
象
に
食
生
活
等
実
施

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

の
生
活
習
慣
で
、｢

食
事
の
マ

ナ
ー
が
心
配｣

と
答
え
た
保
護

者
が
、
小
学
校
で
は
44
％
、
中

学
校
で
は
33
％
と
一
番
多
い
結

果
で
し
た
。(

図
１)

　
　

　
そ
こ
で
、
学
校
で
は
、
家
庭
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
給
食
時
間
や
授
業
、
お
便
り
な
ど
を

通
し
て
、
食
事
マ
ナ
ー
に
関
す
る
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

箸
の
持
ち
方
や
、
器
の
持
ち
方
、
食
べ
る
と
き

の
姿
勢
、
食
事
の
挨
拶
に
つ
い
て
家
庭
と
学
校

が
共
に
取
り
組
み
ま
し
た
。(

図
２)

●
正
し
く
持
と
う
お
箸
の
使
い
方
！

　
は
し
の
１
本
を
え
ん
ぴ
つ
の
よ
う
に
持
ち
、

２
本
目
を
中
指
と
薬
指
の
間
に
は
さ
む
よ
う
に

し
っ
か
り
持
と
う
！

食
べ
物
を
つ
か
む
と
き
は
下
の
は
し
は
動
か
さ

ず
に
上
の
は
し
を
中
指
に
す
べ
ら
せ
る
よ
う
に

動
か
そ
う
。

　食
事
を
　
お
い
し
く

　
　
楽
し
く
す
る
マ
ナ
ー

　
今
回
の
「
食
事
マ
ナ
ー
」
を

通
し
た
学
校
と
家
庭
の
連
携
で
、

あ
る
学
校
で
は
、
お
箸
を
正
し

く
持
て
る
子
ど
も
が
30
％
か
ら

60
％
以
上
に
増
え
ま
し
た
。
出

来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
練
習
を

し
て
、
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
、
子
ど
も
は
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
守
り
た
い
食
事
マ
ナ
ー
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
食

事
時
に
、
短
時
間
に
ポ
イ
ン
ト

を
絞
っ
て
、
子
ど
も
に
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
、
学
校
で
、
楽
し
く

食
事
を
す
る
た
め
に
出
来
る
こ

と
を
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

～授業をうけて～
【子どもの感想】

・がんばって、お箸を上手に持てる

ようになりたい。

・魚や野菜、肉等たくさんの命をも

らって食べているので、「命をい

ただきます。」と心から感謝して

あいさつをしようと思いました。

み
ん
な
で
食
育
　
楽
し
く
食
育

つ
な
が
れ
　
ひ
ろ
が
れ
　
食
育
の
輪

つ
な
が
れ
　
ひ
ろ
が
れ
　
食
育
の
輪

〜
食
事
を
お
い
し
く
・
楽
し
く
す
る
マ
ナ
ー
〜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杵
島
・
武
雄
地
区
学
校
栄
養
士
会

子ども

学校家庭
給食試食会・懇談会

お便り
給食試食会・懇談会

お便り

食事の時間食事の時間 給給食時間の指導
学校行事・集会の指導

授業

給食時間の指導
学校行事・集会の指導

授業

望ましい食習慣の形成

図2

生活習慣で気になること（小学生） 図1

欠食　2％

休養　3％

家族団らん　4％

食事のマナー
32％

その他　3％

ない　5％

排便
7％

手洗いうがい
9％

偏食　19％

睡眠不足
　9％

運動不足
7％
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9:30～11:30

9:30～11:30

8:30～17:00

13:00～13:30

13:30～14:00

13:30～14:00

13:30～13:45

13:30～13:45

13:30～13:45

13:30～13:45

13:30～13:45

14:00～14:15

14:00～14:15

14:00～14:15

13:45～14:15

13:45～14:15

13:45～14:15

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

 

9:00～12:00

10:00～16:00

10:00～16:00

10:00～15:00

10:00～15:00

13:00～16:00

13:00～16:00

13:10～15:40

9:45～14:45

10:00～

10:00～

10:00～

10:00～

10:00～

10:30～

母子手帳交付

母子手帳交付

母子手帳交付

両親学級

乳幼児相談

乳幼児相談

4ヶ月児健診

4ヶ月児健診

1歳6ヵ月児健診

1歳6ヵ月児健診

1歳6ヵ月児健診

歯科相談

歯科相談

歯科相談

BCG

ポリオ

ポリオ

健康相談

健康相談

栄養相談

糖尿病予防相談

行政相談

消費生活相談

消費生活相談

人権相談

身体障害者相談

弁護士相談

弁護士相談

法律相談

法律相談

囲碁例会

吟詠教室

民踊教室

謡曲教室

将棋例会

健康相談

妊婦

妊婦

妊婦

妊婦とその夫

相談を希望する乳幼児

相談を希望する乳幼児

平成19年11月生まれ

平成19年11月生まれ

平成18年7月～8月生まれ

平成18年7月～8月生まれ

平成18年7月～8月生まれ

フッ素継続を希望する幼児

フッ素継続を希望する幼児

フッ素継続を希望する幼児

生後3カ月～6ヵ月未満

生後3カ月～90ヵ月未満

生後3カ月～90ヵ月未満

市民の方

市民の方

市民の方

市民の方

                    毎週火曜日

 毎週火曜日

 平日毎日祝祭日は除く

9日

11、25日

     4、18日

     12日

      19日

      6日

      14日

      27日

      6日

      14日

      27日

      7日

21日

26日

毎週木曜日

毎週月曜日

毎週水曜日

第２・４木曜日

26日

      3、10、17、24、31日

      6、13、27日

6日

     12日

      13日

     27日

      4日

     21日

3、17日

5、19日

10、24日

10、24日

6日

5日

山内保健センター

北方保健センター

武雄市役所

山内保健センター

山内保健センター

北方保健センター

山内保健センター

北方保健センター

北方保健センター

山内保健センター

医師会検診センター

北方保健センター

山内保健センター

医師会検診センター

医師会検診センター

北方保健センター

医師会検診センター

北方保健センター

山内保健センター

山内保健センター

北方保健センター

市役所１階相談室

山内支所２階会議室

北方支所２階会議室

北方支所３階会議室

市役所１階相談室

北方支所３階会議室

社会福祉協議会山内支所

市役所１階相談室

市役所１階相談室

日輪荘

日輪荘

日輪荘

日輪荘

日輪荘

日輪荘

３６－５５０５へ要事前予約

４５－２３６６へ要事前予約

要事前予約、５人まで

要事前予約、７人まで

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

受付

生後2ヶ月から12ヶ月の赤ちゃんとお母さん

生後2ヶ月から12ヶ月の赤ちゃんとお母さん

0歳から就学前の子どもと保護者

0歳から就学前の子どもと保護者

0歳から就学前の子どもと保護者

0歳から就学前の子どもと保護者

0歳から就学前の子どもと保護者

0歳から就学前の子どもと保護者

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

10:30～14:30

10:30～14:30

10:30～11:00

10:00～12:00

10:00～12:00

13:30～16:00

19:00～21:00

15:30～18:00

18:00～21:00

13:30～16:00

14:00～16:30

11:30～15:30

19:00～21:00

10:00～12:00

13:50～15:40

10:00～17:00

12:00～　　　

21日

7日

28日

毎週火曜日

18日

14日

毎週火金曜日

毎週火金曜日

2日

15日

16日

19日

23日

30日

2日

5日

16日

23日

30日

9日

赤ちゃんひろば

赤ちゃんひろば

ふれあいランド

フリースペースあいあい

朝日サンサン広場

子育てひろば

あっぷっぷ

ゆう３ひろば

ミササギコンサート其ノ八

永井裕子コンサート

武雄青陵高校・中学校第２２回定期演奏会

原口豊秀＆歌仲間歌謡祭

武雄高校吹奏楽部第３２回定期演奏会

武雄中学校第７回スプリングコンサート

藤泉会　初舞会

はるかぜ寄席　春風亭小朝独演会

大野・立石ピアノ発表会

アニメ映画フェア2　「盲導犬サーブ」

文化堂ヤマハ音楽教室　スプリングコンサート

第16回音楽の集い　琴佳風会チャリティーコンサート

子育て支援センター

文化会館和室研修室

子育て支援センター

市役所１階きっずステーション

朝日公民館

文化会館和室研修室

山内保健センター

北方保健センター

文化会館大ホール

文化会館大ホール

文化会館大ホール

文化会館大ホール

文化会館大ホール

文化会館大ホール

文化会館小ホール

文化会館小ホール

文化会館小ホール

文化会館小ホール

文化会館小ホール

山内町改善センター

◆場外開催　
名古屋記念
玉野記念
日本選手権
オランダ皇太子杯

1、2、3、4日
8、9、10、11日

18、19、20、21、22、23日
20、21、22日5、6、7日

13、14、15日

◆本場開催
第12回前節
第12回後節

（内科）山田洋輔

（内科）田中裕幸

（内科）高原和秀
（内科）山領道子

（内科）下村徹郎

（内科）東　義規

（小児科）今吉美代子
　　　　山田洋輔
　　　　石橋貞利
　　　　武岡義昭
（小児科）古賀達彦
　　　　吉村隆宏
　　　　古賀義行
　　　　山口　純
　　　　下村徹郎
　　　　戸原震一
（小児科）太田光博

（産婦人科）松尾直裕

（整形外科）松田　脩

（産婦人科）清水正彦
（整形外科）篠田　侃

（産婦人科）宮川　暁

（整形外科）副島義久

1日（土）
2日（日）
8日（土）
9日（日）
15日（土）
16日（日）
20日（木）
22日（土）
23日（日）
29日（土）
30日（日）

武雄地区休日急患センター（9：00～17：00） 小児時間外診療センター（19：00～21：00）



３月末の土・日
　　４月初めの
　　　土・日の開庁

（
２
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

ま
さ
し

ゆ
う
か

ま
な
み

は
る
と

せ
い
や

み
　
く

み
　
く

ふ
　
み

ゆ
う
り

り
　
こ

け
い
ご

け
い
と

な
　
な
　
こ

ひ
か
る

し
ど
う

さ
　
ら

そ
う
ま

せ
　
な

ま
さ
と

り
　
こ

け
ん
と

だ
い

た
い
が

し
ゅ
ん
た
ろ
う

だ
い
き

は
る
き

あ
や
か

《
武
雄
町
》

福
田
　
真
史
　
　
（
真
一
　
　
史
子
　
　
武
雄
）

永
松
　
夕
郁
　
　
（
賢
治
　
　
佳
奈
子
　
下
西
山
）

岩
瀬
　
愛
実
　
　
（
史
博
　
　
さ
ゆ
り
　
下
西
山
）

田
中
　
陽
翔
　
　
（
茂
　
　
　
里
恵
子
　
八
並
）

川
副
　
誠
矢
　
　
（
良
介
　
　
由
紀
美
　
川
良
）

森
本
　
望
玖
　
　
（
洋
介
　
　
典
子
　
　
川
良
）

草
場
　
美
空
　
　
（
靖
悟
　
　
侑
子
　
　
昭
和
）

《
橘
町
》

野
中
　
芙
美
　
　
（
譲
　
　
　
千
里
　
　
上
野
）

《
朝
日
町
》

川
　
　
優
　
　
　
（
潤
二
　
　
恵
子
　
　
甘
久
）

姉
川
　
莉
子
　
　
（
拓
司
　
　
美
紀
　
　
甘
久
）

猿
渡
　
啓
悟
　
　
（
亨
　
　
　
祥
子
　
　
甘
久
）

植
田
　
継
仁
　
　
（
法
統
　
　
理
江
　
　
高
橋
）

中
村
　
菜
々
子
　
（
健
太
郎
　
裕
美
　
　
北
上
滝
）

草
場
　
洸
　
　
　
（
隆
一
　
　
輝
代
　
　
南
上
滝
）

梁
井
　
志
道
　
　
（
兼
一
郎
　
千
洋
　
　
南
上
滝
）

平
石
　
紗
詩
　
　
（
一
政
　
　
景
子
　
　
中
野
）

《
武
内
町
》

松
尾
　
颯
磨
　
　
（
尚
弥
　
　
久
美
子
　
多
々
良
）

《
東
川
登
町
》

田
中
　
聖
那
　
　
（
健
介
　
　
歩
　
　
　
袴
野
）

《
山
内
町
》

福
田
　
大
翔
　
　
（
秀
樹
　
　
由
紀
子
　
犬
走
）

松
尾
　
俐
虹
　
　
（
章
憲
　
　
美
里
　
　
鳥
海
）

永
尾
　
建
人
　
　
（
秀
成
　
　
夕
子
　
　
船
ノ
原
）

末
次
　
大
　
　
　
（
正
司
　
　
信
子
　
　
宮
野
）

中
山
　
大
雅
　
　
（
修
二
　
　
玲
子
　
　
宮
野
）

松
尾
　
駿
太
郎
　
（
龍
臣
　
　
さ
つ
き
　
宮
野
）

山
下
　
大
輝
　
　
（
勉
　
　
　
多
佳
子
　
宮
野
）

古
賀
　
陽
稀
　
　
（
大
揮
　
　
か
お
り
　
立
野
川
内
）

《
北
方
町
》

高
木
　
彩
香
　
　
（
英
志
　
　
久
美
子
　
北
方
）

３月末の土・日
　　４月初めの
　　　土・日の開庁

住
民
異
動
の
多
い
時
期
、
次
の
４
日
間

に
限
り
本
庁
市
民
課
窓
口
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

　
勤
務
等
で
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方

は
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
異
動
の
多
い
時
期
、
次
の
４
日
間

に
限
り
本
庁
市
民
課
窓
口
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

　
勤
務
等
で
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方

は
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
場
所

　
市
役
所
く
ら
し
部
市
民
課

　（
本
庁
の
み
）

◆
開
設
日

　
３
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

　
　
　
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

◆
開
設
時
間

　
８
時
30
分
〜
12
時
30
分

◆
異
動
届
に
つ
い
て

　
転
入
や
転
出
な
ど
住
民
異
動
届
を
さ
れ

る
方
は
、
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

と
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身
分

証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

窓
口
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
時
間
外
交
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
住

民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
、
税
の
証

明
書
を
時
間
内
に
予
約
し
て
夜
９
時
ま

で
や
休
日
に
１
階
当
直
室
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
金
融
機
関
に
提
出
す
る
等
で
亡
く
な
っ

た
方
の
除
籍
謄
本
の
請
求
で
何
度
も
お

越
し
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
い
っ
た
場
合
、
お
一
人
に
つ
き
戸
（
除
）

籍
が
３
通
程
度
に
及
ぶ
こ
と
が
多
く
、

亡
く
な
っ
た
方
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で

亡
く
な
っ
た
方
の
婚
姻
か
ら
死
亡
ま
で

な
ど
金
融
機
関
に
確
認
し
て
請
求
さ
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
問
合
先

　
く
ら
し
部
市
民
課
窓
口
係

　
電
話
（
23
）
９
２
２
５
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ま
ち
の
話
題

２
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
…

　２月16日（土）、17日（日）鉄道高架を記
念し武雄やきもの市が、17日（日）には高
架切替式と新駅開業式が武雄温泉周辺で行
われました。昭和42年、武雄市議会で決
議されて以来40年の歳月を経て切替の運
びとなりました。
　この高架切替により、８つの踏切が除去
されることから、車や人の流れがスムーズ
になり、南北に分断されていた市街地の一
体的な発展が期待されています。
　また、新武雄温泉駅は、辰野金吾博士が
設計した東京駅をイメージし、レンガ調の
落ち着いた外観となっており、ユニバーサ
ルデザインを取り入れています。
　平成21年夏頃には、仮設駅や仮路線を
撤去し、駅全体が完成する見込みです。

　２月20日（水）九州新幹線長崎ルート沿線
自治体五市の首長による「新幹線五市サミット」
が四季のそらで開催されました。
　南九州など他の地域と比較して、西九州の観
光客の減少を踏まえ、現在の問題点や、今後の
新幹線を活用した広域的政策などの意見を出し
合いました。
　これからは、沿線自治体が点ではなく面とな
って協力しあい、西九州の観光客の増加や、産
業の発展のため努力していくこととし、合意書
にサインを交わしました。
　今後、一年間で２回程度、このサミットを開
催していく予定です。

　２月22日（土）、23日（日）飛龍窯で窯出し
展が行われました。２月９日より４日間かけて
炊き上げた全作品1500点を展示。また、市内
窯元による販売や、地元特産物の販売も行われ
ました。特設ステージでは、よさこい踊りや真
手野の舞浮立、ブラスバンド演奏などがおこな
われ、花をそえました。小雪が降る寒い中、た
くさんの人たちが飛龍窯で焚き上げられた作品
に目を向けていました。

鉄道高架切替と新武雄温泉駅開業

新幹線五市サミット

飛龍窯　窯出し展
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武
雄
市
　
く
ら
し
部
　
健
康
課

武
雄
市
　
く
ら
し
部
　
健
康
課

　
平
成
19
年
度
は
、
「
武
雄
市

が
ば
い
た
っ
し
ゃ
か
プ
ラ
ン
21
」

推
進
、
一
年
目
の
年
で
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
の
「
８
ば
あ
」

は
、
皆
様
の
目
や
耳
に
届
き
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
た
、
市
内
の
関
係
機
関
や

関
係
団
体
に
よ
り
、
推
進
委
員

を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
各
方

面
で
プ
ラ
ン
の
堆
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
役
所
健
康
課
で
は
、
今
年

度
は
、
地
域
の
公
民
館
等
で
の

禁
煙
・
分
煙
状
況
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
２
２
９
施
設
の

う
ち
１
６
３
施
設
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
回
収
率

71
・
２
％
）
そ
の
結
果
を
ご
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
こ
と
ば
の
説
明
を
し

ま
す
。

★
禁
煙
施
設

　
敷
地
内
禁
煙

　
　
敷
地
内
で
吸
わ
な
い
　

　
屋
内
禁
煙

　
　
建
物
内
で
吸
わ
な
い

★
完
全
分
煙

分
煙
施
設
喫
煙
室
が
あ
り
、

煙
や
臭
い
が
他
の
場
所
に

も
れ
な
い
。

※
喫
煙
場
所
を
設
け
て
も
、
煙

や
臭
い
が
流
れ
て
く
る
の
は
、

分
煙
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
禁
煙
・
分
煙
対
策
が
ど
れ
く

ら
い
と
れ
て
い
る
の
か
、
左
の

グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
。
全
体
の

30
％
は
、
対
策
が
と
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
禁
煙
・
分
煙
し
て
い
な
い
公

民
館
の
中
で
、
今
後
対
策
を
す

る
と
答
え
ら
れ
た
公
民
館
は
、

約
４
割
で
す
。

　
改
善
の
予
定
あ
り
と
答
え
ら

れ
た
中
で
、
約
６
割
は
、
20
年

５
月
ま
で
に
早
期
に
改
善
す
る

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
タ
バ
コ
の
煙
は
、
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
苦

痛
に
感
じ
や
す
い
も
の
で
す
し
、

健
康
を
害
す
る
も
の
で
す
。
　

　
タ
バ
コ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な

い
人
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る

環
境
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
今
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
こ
と
で
、
今
ま
で
「
禁
煙

や
分
煙
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
り
、
改
善
の
意
識
付

け
に
つ
な
が
っ
た
面
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
次
の
対

策
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
禁
煙
・
分
煙
に
関
す
る
ポ
ス

　
タ
ー
の
配
布

●
禁
煙
・
分
煙
に
関
す
る
研
修

　
会
の
開
催

　
平
成
20
年
度
も
プ
ラ
ン
の
推

進
を
図
り
、
市
民
の
健
康
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す

武
雄
市

　
が
ば
い
た
っ
し
ゃ
か

　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ン
21

　
３
・
４
月
は

『
遊
ば
ん
ば
あ
！
』
月
間
で
す
。

　　
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
は

大
切
で
す
。
楽
し
＜
遊
ぶ
こ
と

は
、
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す

【
乳
幼
児
期
】

・
親
子
で
楽
し
＜
遊
び
ま
し
ょ

う
【
学
童
期
】

・
楽
し
＜
身
体
を
動
か
そ
う

・
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
を

家
族
と
話
し
合
っ
て
決
め
よ

う
【
青
年
・
壮
年
期
】

・
ス
ト
レ
ス
解
消
の
楽
し
み
を

見
つ
け
よ
う

・
友
人
と
過
ご
す
時
間
を
大
切

に
・
趣
味
や
生
き
が
い
を
見
つ
け

よ
う

【
高
齢
期
】

・
楽
し
み
や
趣
味
を
楽
し
も
う

　タバコは、自分や周りの人の健康
に悪影響がありますよ！健康づくり
の「8ばあ」の中に、「たばこば控
えんばあ！」が入っています。

禁煙・分煙対策の状況

今後の改善予定

禁煙か分煙
している。
31％

改善予定あり
39％

改善予定なし
60％

不明
１％

未記入
１％

していない。
68％
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〜
男
女
が
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
生
き
る
た
め
に
〜

〜
男
女
が
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
生
き
る
た
め
に
〜

　
第
一
に
、
人
権
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
権
利
が
男
と
女
で

差
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
次
は
国
際
協
調
。
日
本
は
先

進
国
の
中
で
は
一
番
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
難
し
い
国
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
国
連
主
義

の
日
本
と
し
て
は
こ
れ
は
世
界

の
歩
み
に
あ
わ
せ
、
守
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
３
つ
目
が
も
し
か
し
た
ら
こ

れ
は
日
本
に
特
別
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
急
激
な
長
寿
社
会
、

少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
男

女
共
同
参
画
で
な
け
れ
ば
や
れ

な
い
時
代
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
は
や
平
均
寿
命
は
男
性
79
・

00
女
性
85
・
81
歳
に
達
し
ま
し

た
。
明
治
以
来
、
人
の
一
生
は

50
年
か
よ
く
て
還
暦
社
会
で
、

日
本
の
国
の
法
律
制
度
も
、
外

国
の
法
律
制
度
も
作
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
本
当
に
社
会

保
障
や
税
制
を
含
め
て
、
見
直

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に

来
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
は
戦
争
に
負
け
、
血
を

流
さ
ず
に
、
罪
人
も
出
さ
ず
に

農
地
解
放
が
成
立
し
ま
し
た
。

高
度
経
済
成
長
を
下
支
え
し
た

原
動
力
は
、
農
地
解
放
に
よ
っ

て
豊
か
に
な
っ
た
農
村
だ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
明
治
維
新
は
下
手

に
転
べ
ば
日
本
は
ど
こ
か
の
国

の
植
民
地
で
す
。
家
禄
を
手
放

し
、
身
分
を
手
放
し
、
今
ま
で

持
っ
て
い
た
権
力
や
家
代
々
の

家
業
家
産
を
、
あ
の
時
侍
階
級

が
全
部
手
放
し
ま
し
た
。
物
凄

い
こ
と
で
す
。
と
も
あ
れ
、
日

本
は
身
分
制
度
か
ら
早
く
開
放

さ
れ
、
農
民
の
子
で
あ
ろ
う
と
、

商
人
の
子
で
あ
ろ
う
と
、
試
験

を
受
け
て
受
か
れ
ば
学
校
へ
行

き
、
何
に
で
も
な
る
道
が
で
き

た
の
で
す
。
か
の
福
沢
諭
吉
も

50
年
早
く
産
ま
れ
て
い
れ
ば
、

こ
の
世
に
名
を
残
さ
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
日
本
が
近
代
化
に

成
功
し
、
ア
ジ
ア
や
世
界
が
目

を
見
張
る
成
長
を
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
何
よ
り
も
早

く
身
分
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

職
業
選
択
の
自
由
や
学
問
の
自

由
と
い
う
も
の
が
確
立
し
た
か

ら
と
考
え
ま
す
。

　
大
人
全
体
の
う
ち
、
２
分
の

１
の
性
し
か
自
分
の
適
性
を
発

揮
し
え
な
い
社
会
と
、
大
人
全

部
が
自
分
の
適
性
を
発
揮
し
、

社
会
に
参
画
し
、
力
を
出
し
て

い
く
社
会
と
ど
ち
ら
が
発
展
性

が
あ
る
か
。
男
女
共
同
参
画
基

本
法
は
そ
の
あ
た
り
を
視
点
に

お
い
て
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
国

民
の
幸
せ
に
も
繋
が
る
と
い
う

こ
と
で
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。

　
皆
様
は
、
も
し
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
た
ら
、

「
今
度
は
男
に
生
ま
れ
変
わ
り

た
い
」
と
思
い
ま
す
か
。
実
は

戦
前
か
ら
始
ま
る
長
い
調
査
が

あ
る
の
で
す
が
、
昔
、
女
は
虐

げ
ら
れ
て
い
た
し
、
自
由
が
な

か
っ
た
の
で
、
戦
前
は
「
今
度

は
男
に
」
と
い
う
人
が
多
か
っ

た
の
で
す
。
だ
ん
だ
ん
差
が
つ

ま
っ
て
、
戦
後
25
年
た
っ
た
昭

和
45
年
ご
ろ
に
丁
度
交
差
し
、

「
今
度
は
女
に
」
と
い
う
人
が

だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
、
現
在

は
、
女
性
の
７
割
が
「
今
度
も

女
に
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
男

性
の
方
は
、
戦
前
戦
後
終
始
一

貫
約
９
割
が
「
今
度
も
男
に
生

ま
れ
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す

が
。
ど
う
し
て
女
が
「
今
度
も

女
」
で
い
い
と
７
割
も
言
い
出

し
た
の
か
。
戦
前
の
よ
う
な
明

ら
か
な
差
別
が
な
く
進
学
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
職
業
選

択
の
幅
も
広
く
な
り
変
化
の
兆

し
が
見
え
て
き
た
の
が
第
一
の

理
由
で
す
。

　
第
２
の
理
由
は
、
も
ち
ろ
ん

方
針
決
定
の
場
へ
の
参
画
と
か

で
女
性
は
遅
れ
を
と
っ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
ど
ち
ら
が
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生

活
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

女
性
な
の
で
す
。
男
だ
け
が
稼

ぐ
か
ら
、
経
済
的
理
由
で
自
殺

す
る
人
は
男
性
が
８
割
で
す
。

　
人
生
１
０
０
年
社
会
。
団
塊

の
世
代
は
定
年
後
30
年
の
夫
婦

の
期
間
ど
う
生
き
る
か
。

　
私
た
ち
は
、
長
い
天
寿
を
与

え
ら
れ
た
生
物
と
し
て
、
真
に

喜
び
に
満
ち
た
時
代
に
生
き
て

い
る
代
わ
り
、
新
し
い
文
化
を
、

汗
を
流
し
て
創
造
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
、
時
代
か
ら

大
き
な
宿
題
を
与
え
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
性
別
役
割
分
業
は
、

人
生
50
年
60
年
の
時
期
は
効
果

的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
今
の
時
代
に
お
い
て
は
、

社
会
問
題
発
生
装
置
化
し
て
お

り
ま
す
。

　
男
女
協
同
参
画
と
い
う
の
は
、

21
世
紀
、
わ
が
国
を
含
め
た
世

界
が
目
指
す
べ
き
道
で
す
。

　
こ
の
講
演
録
全
文
に
つ
い
て

は
H
P
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

〜
男
女
が
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
生
き
る
た
め
に
〜

樋
口
恵
子
さ
ん
講
演
会
　
講
演
録
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「がばい武雄市チーム」旋風！！　感動をありがとう！！

第48回郡市対抗県内一周駅伝大会武雄初の総合３位
「がばい武雄市チーム」旋風！！　感動をありがとう！！

第48回郡市対抗県内一周駅伝大会武雄初の総合３位
「がばい武雄市チーム」旋風！！　感動をありがとう！！

第48回郡市対抗県内一周駅伝大会武雄初の総合３位

　
２
月
15
日(

金)

〜
17
日(

日)

ま
で

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
「
第
48
回

郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
大
会
」

が
全
34
区
間
２
９
８
・
２
㎞
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
３
位
入
賞
を
！
」
と
い
う
目
標

を
も
っ
て
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
３
日
間
累
計
16
時
間
12

分
46
秒
、
昨
年
よ
り
順
位
を
１
つ

上
げ
、
武
雄
市
初
の
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
基
山
町
役
場
を
ス

タ
ー
ト
し
た
１
区
の
吉
岡
大
作
選

手
（
山
内
町
）
が
区
間
２
位
と
な

る
走
り
で
好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

途
中
順
位
を
落
と
し
ま
し
た
が
、

６
区
の
杉
光
俊
信
選
手
（
武
雄

町
）
が
激
走
し
１
日
目
前
半
５
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
後
半
は
、

10
区
の
友
廣
大
輔
選
手
（
西
川
登

町
）
は
、
４
位
で
タ
ス
キ
を
受
け

て
、
前
走
を
次
々
と
抜
き
去
り
、

こ
れ
ま
で
の
記
録
を
20
秒
更
新
す

る
区
間
新
記
録
の
快
走
で
ト
ッ
プ

に
立
ち
、
11
区
の
山
口
浩
一
選
手

（
山
内
町
）
も
区
間
２
位
の
走
り

で
、
１
日
目
後
半
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー

ル
し
、
日
間
成
績
は
３
位
で
し

た
。

　
２
日
目
は
、
嬉
野
市
嬉
野
総
合

支
所
を
ス
タ
ー
ト
。
12
区
の
古
賀

勝
弘
選
手
（
朝
日
町
）
と
13
区
の

坂
井
徳
浩
選
手
（
北
方
町
）
が
粘

っ
て
、
15
区
の
杉
光
俊
信
選
手
が

区
間
賞
の
走
り
で
、
５
人
抜
き
の

圧
倒
的
な
力
を
見
せ
、
２
日
目
前

半
は
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
。
後

半
は
、
序
盤
に
苦
戦
し
ま
し
た

が
、
中
学
生
男
子
の
区
間
、
19
区

東
島
彰
吾
選
手
（
武
雄
町
）
、
20

区
吉
原
尚
史
選
手
（
山
内
町
）
、

21
区
井
上
拳
太
朗
選
手
（
橘
町
）

は
い
ず
れ
も
ト
ッ
プ
と
小
差
で
の

区
間
２
位
の
走
り
で
勢
い
を
つ

け
、
22
区
の
山
口
浩
一
選
手
が
初

日
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
走
り
で
、

こ
れ
ま
で
の
記
録
を
２
分
近
く
更

新
す
る
区
間
新
記
録
と
な
る
快
走

を
見
せ
て
３
位
に
浮
上
し
、
日
間

成
績
は
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

（
累
計
３
位
）

　
最
終
日
は
、
各
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
が
競
う
25
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

友
廣
大
輔
選
手
が
区
間
３
位
で
タ

ス
キ
を
託
し
、
途
中
順
位
を
落
と

し
ま
し
た
が
、
30
区
の
福
田
正
宏

選
手
（
朝
日
町
）
が
、
ベ
テ
ラ
ン

の
う
ま
さ
を
発
揮
す
る
走
り
で
勢

い
を
つ
け
、
最
終
34
区
の
山
口
勝

典
選
手
（
朝
日
町
）
が
粘
っ
て
ゴ

ー
ル
し
、
日
間
成
績
は
８
位
、
３

日
間
累
計
で
３
位
と
な
り
ま
し

た
。

　
来
年
は
更
に
上
位
を
狙
う
と
い

う
意
気
込
み
を
持
つ
監
督
・
コ
ー

チ
を
は
じ
め
選
手
の
皆
さ
ん
に
暖

か
い
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
例
年
以
上
に
沿
道
で
ご
声
援
い

た
だ
い
た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

武雄市チームの表彰者は次のとおり
です。

団体賞
　敢闘賞
　武雄チーム（前年４位から３位に）

個人表彰選手
　最優秀選手賞　　　
　山口浩一（山内町）

　優秀選手賞
　杉光俊信（武雄町）

　友廣大輔（西川登町）

　区間賞
　杉光俊信15区

　友廣大輔10区（区間最高記録賞）
　山口浩一23区（区間最高記録賞）
　５年連続出場表彰
　北川貴大（東川登町）



みんなのスポーツみんなのスポーツ

第12回 佐賀県

　　さわやかスポーツ・レクリエーション祭
第12回 佐賀県

　　さわやかスポーツ・レクリエーション祭

種目名

グラウンド・ゴルフ

ゲートボール

壮年サッカー

ソフトバレーボール

女子ソフトボール

ラージボール卓球

ターゲット・バードゴルフ

男女混合綱引

年齢別テニス

年齢別ソフトテニス

バウンドテニス

年齢別バドミントン

会　場

福富マイランド多目的広場

江北中学校グラウンド

北方中学校グラウンド

白石社会体育館

白岩運動広場

白岩体育館

白岩競技場

北方スポーツセンター

山内中央公園テニスコート

白石中央公園テニスコート

有明中学校体育館

山内スポーツセンター

種目名

壮年ボウリング

マスターズ陸上競技

インディアカ

フォークダンス

トランポリン

ペタンク

オリエンテーリング

ハイキング

リズムダンス

３Ｂ体操

ミニテニス

よさこい

会　場

メリーランドタケオボウル

県総合運動場

大町町スポーツセンター

佐賀県職員互助会館体育館

佐賀女子短大６号館

大町小学校運動場

立野川内分校周辺「山内町」

八幡岳周辺

有明ふれあい郷自有館

県総合体育館

ネイブル「江北町」

北方中学校体育館

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

No

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

　今回の佐賀県さわやかスポーツ・レクリェー

ション祭は、武雄市・杵島郡を中心に開催され

ます。内容は、下記のとおりです。皆様のご参

加をお待ちしております。

　また、ニュースポーツ体験コーナーも白岩体

育館小競技室で行いますので、ぜひ、遊びに来

て下さい。

◆とき　　平成20年５月25日(日)

◆ところ　武雄市、杵島郡及び佐賀市内の各体

　　　　育施設等

◆実施内容　交流大会

◆参加料　選手・監督１人につき６００円 ( 傷

害保険料を含む )

◆申込期限　平成20年４月20日（月）まで

◆申込先　

　文化・学習課スポーツ係（文化会館内）

　電話（23）５１６８

　白岩体育館　電話（22）３２２７

　各町公民館まで

第12回 佐賀県

　　さわやかスポーツ・レクリエーション祭

平
成
19
年
度
佐
賀
県
社
会
体
育
優
良
団
体
表
彰

　
　

「
武
雄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
受
賞

平
成
19
年
度
佐
賀
県
社
会
体
育
優
良
団
体
表
彰

　
　

「
武
雄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
受
賞

平
成
19
年
度
佐
賀
県
社
会
体
育
優
良
団
体
表
彰

　
　

「
武
雄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
受
賞

　
佐
賀
県
に
お
け
る
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
及
び
発
展
に
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
社

会
教
育
団
体
を
た
た
え
表
彰
す

る
平
成
19
年
度
佐
賀
県
社
会
体

育
優
良
団
体
表
彰
式
が
、
去
る

２
月
７
日
（
木
）
に
県
庁
で
行

わ
れ
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
者
チ
ー
ム
「
武
雄
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
武
雄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
は
、

昭
和
50
年
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
を
主
体
に
設
立
、
平
成
13
年

度
よ
り
佐
賀
県
生
涯
軟
式
野
球

連
盟
に
加
入
さ
れ
、
そ
の
成
績

が
年
々
向
上
し
、
九
州
還
暦
野

球
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
輝
か

し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
活
動
メ
ン
バ

ー
は
、
58
歳
か
ら
最
年
長
者
70

歳
で
平
均
年
齢
65
歳
の
チ
ー
ム

で
健
康
増
進
の
た
め
活
動
し
、

ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
奉
仕
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
武
雄
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
益
々
の
ご
活
躍
ご
健
闘
を
期

待
し
ま
す
。

受賞の喜びを教育長に報告
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が
ん
の
悩
み

　
　
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
リ
ー
ダ
ー
研
修

在
宅
障
が
い
児
な
ど

療
育
訓
練
を
実
施
し
ま
す

幸
一
君
の
命
を

　
　
　
救
う
た
め
に

N
H
K
、
S
T
S
武
雄

　
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
開
局

◆
職
種
　
保
育
士

◆
募
集
人
員
　
６
名
程
度

◆
資
格
　
保
育
士
免
許
を
持
つ

人
。
又
は
、
平
成
20
年
３
月

ま
で
に
保
育
士
免
許
取
得
見

込
み
の
人
。

◆
勤
務
地
　
武
雄
保
育
所

◆
雇
用
期
間
　
１
年

◆
受
付
期
間
　
２
月
18
日（
月
）

か
ら
３
月
14
日
（
金
）

◆
申
込
方
法
　
履
歴
書
の
提
出

（
市
販
の
履
歴
書
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
）

◆
申
込
先

　
総
務
部
総
務
課
人
事
係
　

　
電
話
（
23
）９
３
１
５

　
市
民
農
園
で
、
あ
な
た
の
好

き
な
花
や
野
菜
を
栽
培
し
て
、

自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
収
穫

の
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
使
用
期
間
　
平
成
20
年
４
月

１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

◆
募
集
区
画
　
20
区
画
（
１
区

画
は
15
ｍ
）

◆
使
用
料
　

　
１
区
画
あ
た
り
　
４
２
０
０
円

◆
場
所
　
武
雄
町
小
楠
（
西
部

家
畜
保
健
衛
生
所
西
側
）

◆
募
集
期
間
　
平
成
20
年
３
月

３
日（
月
）〜
３
月
31
日（
月
）

◆
申
込
・
問
合
先
　

　
営
業
部
農
林
商
工
課
産
業
係

電
話
（
23
）
９
３
３
５

◆
募
集
要
件

・
司
書
の
資
格
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
平
成
20
年
４
月
１
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
人

・
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し

て
い
る
人

◆
募
集
人
数
　
１
名

◆
雇
用
期
間
　
平
成
20
年
４
月

１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

（
最
高
５
年
ま
で
更
新
が
可
能
）

◆
勤
務
形
態
　
１
日
８
時
間
、

週
５
日（
土
・
日
・
祝
日
含
む
）

◆
申
込
方
法
　
次
の
書
類
を
持

参
す
る
か
郵
送
し
て
下
さ
い
。

・
市
販
の
履
歴
書

・
司
書
資
格
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し

・
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
に

宛
名
記
入
の
う
え
、
80
円
切

手
を
貼
付
）

・
作
文
　
「
あ
な
た
の
理
想
の

図
書
館
像
」
に
つ
い
て
、
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚

以
内

◆
申
込
先

　
〒
８
４
３
│

０
０
２
２

　
武
雄
市
武
雄
町
大
字
武
雄
５

３
０
４
│

１
　
武
雄
市
図
書
館
・

歴
史
資
料
館

◆
受
付
期
間
　
２
月
26
日
（
火
）

〜
３
月
14
日
（
金
）
必
着

◆
試
験
日
　
３
月
20
日
（
木
）

13
時
30
分
〜
　
（
面
接
）

　
近
年
、
在
住
外
国
人
の
急
な

病
気
や
事
故
、
出
産
な
ど
で
医

療
通
訳
を
必
要
と
し
て
い
る
方

の
声
を
耳
に
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
医

療
通
訳
に
対
応
で
き
る
方
を
一

人
で
も
多
く
育
成
す
る
た
め
医

療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
３
月
11
日（
火
）

　
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
13
日（
木
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所
　
ア
バ
ン
セ

　
（
佐
賀
市
天
神
３
│

２
│

11
）

◆
言
語
　
英
語
　
中
国
語

◆
参
加
条
件
　
両
日
参
加
可
能

な
方
優
先

◆
定
員
　
各
言
語
15
名
（
抽
選
）

◆
問
合
先
　

（
財
）佐
賀
県
国
際
交
流
協
会

電
話
０
９
５
２（
25
）７
９
２
１

　
県
内
消
責
拡
大
の
取
り
組
み

と
し
て
「
b
u
y
さ
が
ん
県
民

運
動
を
展
開
し
て
お
り
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
愛
称
を
募
集
し
て

い
ま
す
！

　
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

県
内
で
の
お
買
い
物
を
呼
び
か

け
る
各
種
広
報
に
活
用
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
愛
称
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
締
切
　
３
月
31
日（
月
）必
着

◆
賞
品
　
愛
称
に
採
用
さ
れ
た

方
に
は
、
１
万
円
相
当
の
賞

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
問
合
先
　
佐
賀
県
税
務
課
税

務
政
策
担
当

電
話
０
９
５
２（
25
）７
０
２
１

F
A
X
０
９
５
２（
25
）７
２
９
４

　
県
税
・
市
税
の
徴
収
の
た
め

に
差
し
押
え
た
家
電
品
や
食
器
・

日
用
品
な
ど
を
公
売
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
　
３
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

◆
場
所
　
武
雄
総
合
庁
舎

　
　
　
別
館
２
階
　
大
会
議
室

◆
公
売
方
法
　
入
札
で
行
い
ま

す
◆
当
日
必
要
な
も
の
　
・
印
鑑

（
認
め
印
で
可
。
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）
・
購
入
代

金
（
入
札
金
額
に
消
費
税
額

を
加
え
た
額
）

◆
そ
の
他
　

・
公
売
財
産
の
引
渡
し
は
、
買

受
代
金
納
付
時
の
現
況
の
姿

で
行
い
ま
す

・
公
売
会
前
に
滞
納
税
が
完
納

さ
れ
た
品
物
は
、
公
売
中
止

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

◆
問
合
先

　
武
雄
県
税
事
務
所

　
電
話
（
23
）
３
１
０
３

　
武
雄
市
税
務
課

　
電
話
（
23
）
９
２
２
０

Information
市
立
保
育
所

　
　
　
嘱
託
職
員
募
集

市
民
農
園

　
　
　
　
利
用
者
募
集

武
雄
市
図
書
館

　
　
　
嘱
託
職
員
募
集

医
療
通
訳
者

　
養
成
講
座
受
講
者
募
集

買
い
物
は

　
　
　
佐
賀
県
内
で
！

２

第
２
回
武
雄
県
税
事
務
所

武
雄
市
差
押
財
産
公
売
会
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子
育
て
の
支
援
を
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
、
子
育
て
に
興
味

の
あ
る
方
、
活
動
報
告
や
情
報

交
換
な
ど
一
緒
に
お
話
し
し
ま

せ
ん
か
？
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

親
を
支
え
る
子
育
て
支
援
と
は
？

子
育
て
支
援
の
め
ざ
す
も
の

◆
日
時
　
３
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

◆
場
所
　
武
雄
市
文
化
会
館

　
　
　
　
大
集
会
室
Ｂ

◆
講
師
　
佐
賀
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　
東
内
瑠
璃
子
さ
ん

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

　
　
　
　
相
戸
晴
子
　
さ
ん

子
育
て
支
援
者
交
流
会

◆
日
時
　
３
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

◆
場
所
　
武
雄
市
子
育
て
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
（
お
ひ
さ
ま
）

◆
内
容
　
活
動
報
告
、
情
報
交

換
、
意
見
交
換
に
よ
る
活
動

促
進
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
お
気
軽
に
電
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
　
毎
週
月
・
水
・
金

◆
時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時
　

14
時
〜
16
時
30
分

◆
電
話
番
号
　

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
│

２
４
６
│

３
８
８

通
常
電
話

　
０
９
５
２
（
27
）
４
６
６
６

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
携
帯
電

話
及
び
県
外
か
ら
は
、
か
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
電
話
の
み
に

よ
る
相
談
で
面
接
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
在
宅
の
心
身
障
が
い
児
な
ど

の
療
育
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

専
門
医
師
、
理
学
療
法
士
な
ど

に
よ
る
機
能
回
復
訓
練
、
心
理

療
育
等
を
実
施
す
る
と
共
に
保

護
者
の
指
導
教
育
相
談
も
行
い

ま
す
。

◆
日
時
　
３
月
21
日
（
金
）
〜

３
月
22
日（
土
）
１
泊
２
日

◆
場
所
　
佐
賀
整
枝
学
園
こ
ど

も
発
達
医
療
セ
ン
タ
ー

◆
締
切
　
３
月
14
日
（
金
）

◆
申
込
先
　
く
ら
し
部
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係

　
電
話
（
23
）
９
２
３
５

　
山
内
支
所
福
祉
健
康
係
　

　
電
話
（
45
）
２
９
０
６

　
北
方
支
所
福
祉
健
康
係

　
電
話
（
36
）
６
０
２
０

　
武
雄
市
の
一
部
を
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
中
継

局
は
、
１
月
下
旬
か
ら
試
験
放

送
を
開
始
し
、
２
月
18
日
に
本

放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。
送
信

場
所
は
ア
ナ
ロ
グ
と
同
一
場
所

で
、
ご
覧
に
な
る
に
は
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
再
ス
キ
ャ
ン

が
必
要
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
の
開
局
に

よ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
見
づ

ら
く
な
る
な
ど
画
面
に
影
響
が

あ
る
場
合
は
対
策
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

　
対
策
セ
ン
タ
ー

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
１
２
０（
０
７
０
）９
８
９

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
佐
賀
放
送
局

　
０
９
５
２（
28
）５
０
０
０

　
株
式
会
社
サ
ガ
テ
レ
ビ

　
０
９
５
２
（
23
）
９
１
３
１

　
福
岡
市
西
区
在
住
の
中
学
２

年
生
、
大
　
幸
一
く
ん
（
14
）

は
、
２
年
前
に
発
病
し
た
「
特

発
性
拡
張
型
心
筋
症
」
と
の
闘

病
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
幸
一
く
ん
の
命
を
救
う
た
め
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
病
院
で
心
臓

移
植
手
術
を
受
け
る
費
用
（
目

標
９
千
万
円
）
を
集
め
る
募
金

活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
幸
一
く
ん
の
お

父
さ
ん
が
武
雄
市
出
身
と
い
う

こ
と
で
市
内
の
親
近
者
を
中
心

に
、
「
幸
一
く
ん
を
助
け
る
会

佐
賀
県
支
部
」
が
発
足
し
、
協

力
を
呼
び
か
け
る
活
動
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温
か

い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
募
金
の
振
込
先

　
佐
賀
銀
行
早
良
西
支
店

　
普
通
　
１
１
２
１
３
１
４

　
幸
一
く
ん
を
助
け
る
会

※
振
込
み
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん

◆
問
合
先

「
幸
一
く
ん
を
助
け
る
会
」

　
佐
賀
県
支
部

　
　
電
話
　(

23)

３
２
３
４



　武雄を元気にするために活動され
ている団体・グループを市報で紹介
しませんか？
　掲載を希望される団体・グループ
は総務部秘書広報課広報広聴係まで
ご連絡ください。

【問合せ先】
武雄市役所
総務部 秘書広報課 広報広聴係
電話　0954-23-9121
FAX　0954-23-3816
E-mail　info@city.takeo.lg.jp

人の動き人の動き人の動き人の動き人の動き人の動き

《
編
集
・
発
行
》
武
雄
市
総
務
部
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
3
階
TE
L 2
3
－
9
1
2
1
・
F
A
X
 2
3
－
3
8
1
6
）
　
《
印
刷
》
飯
盛
印
刷
紙
工
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
●
武
雄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http：

//w
w
w
.city.takeo

.lg
.jp/ 　

●
E
-m
ailア

ド
レ
ス
　
info
@
city.takeo

.lg
.jp　

再
生
紙
利
用

総人口　　52,045人　
男　　　24,606人　
女　　　27,439人　

世帯数　　16,824世帯
平成20年１月末日現在

武雄町　15,979人　（-37）
橘　町　　2,854人　（+10）
朝日町　　5,700人　（+23）
若木町　　1,978人　（-26）
武内町　　2,715人　（-18）

東川登町　2,616人  　（-69）
西川登町　2,220人　（+2）
山 内 町　9,573人　（-22）
北 方 町　8,410人　（-144）
（　）は平成19年1月末日との増減

　
武
雄
市
に
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
元
気
に
し
よ
う
と
、
様
々
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
「
武
雄
を
よ
か
ま
ち
に
す
る
」
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体
を
紹

介
し
ま
す
。 よ
か
ま
ち
武
雄
を
つ
く
る
人
々

よ
か
ま
ち
武
雄
を
つ
く
る
人
々

　
「
ふ
れ
あ
い
」
は
、
武
雄
で
初

め
て
の
宅
老
所
と
し
て
、
平
成
16

年
11
月
１
日
に
川
良
で
産
声
を
あ

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
翌
年
２
月

１
日
に
定
員
20
名
の
、
「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
」
と

し
て
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
開
所
当
時
は
ご
利
用
も
少
な
く

ス
タ
ッ
フ
も
手
探
り
状
態
で
し
た

が
、
私
達
の
一
貫
し
た
介
護
姿
勢

と
理
念
が
地
域
の
皆
様
か
ら
ご
理

解
頂
き
、
平
成
18
年
６
月
に
は
甘

久
に
２
番
目
の
「
宅
老
所
さ
く
ら

ん
ぼ
」
の
開
設
に
至
り
、

　
本
年
２
月
１
日
に
定
員
15
名
の

「
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く

ら
ん
ぼ
」
と
し
て
認
可
を
受
け
、

異
な
っ
た
雰
囲
気
を
持
っ
た
事
業

所
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
高

齢
の
方
に
「
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域

で
生
き
甲
斐
の
あ
る
楽
し
い
生
活
」

を
送
っ
て
頂
け
る
場
所
を
、
提
供

出
来
た
ら
と
の
思
い
で
始
め
た
介

護
事
業
で
す
。

　
現
在
、
ご
利
用
の
皆
様
は
台
所
・

縫
物
・
洗
濯
物
た
た
み
等
、
そ
れ

ぞ
れ
お
得
意
の
分
野
の
お
手
伝
い

を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
手
先

や
身
体
を
動
か
す
事
に
よ
っ
て
Ａ

Ｄ
Ｌ
の
低
下
を
防
ぎ
、
同
時
に
自

信
を
持
っ
て
頂
け
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
又
、
昨
年
に
は
初

め
て
終
末
期
ケ
ア
を
経
験
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
一
緒
に
生
活
し

て
い
る
方
々
が
最
後
ま
で
暖
か
く

見
守
り
声
掛
け
を
し
、
ま
る
で
本

当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
下
さ

っ
た
光
景
に
は
、
心
か
ら
感
動
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
初
心
を
忘
れ
ず

ご
利
用
の
皆
様
に
と
っ
て
、
居
心

地
の
良
い
暖
か
い
介
護
施
設
と
し

て
お
役
に
立
て
ま
す
様
、
日
々
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
願
い
　
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ

て
い
る
、
タ
オ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

Ｔ
シ
ャ
ツ
・
肌
着
等
お
譲
り
頂
け

る
と
有
難
い
で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い

　
電
話
（
22
）
３
９
６
９

第3回　デイサービスセンターふれあい第3回　デイサービスセンターふれあい第3回　デイサービスセンターふれあい
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